
厚木市農業用水揚水施設電気料金補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、農業用水揚水施設を使用して農業用水を取水している農業水 

利組合等（以下「団体」という。）に対し、予算の範囲内において、厚木市農業用

水揚水施設電気料金補助金（以下「補助金」という。）を交付することについて、

厚木市補助金等交付規則（昭和45年 厚木市規則第５号。以下「規則」という。）

に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において「農業用水揚水施設」とは、農業用水路から自然流下で 

取水できない水田等の水量を確保するための機械を設置した施設をいう。 

（補助の対象） 

第３条 補助金の対象は、団体が使用する農業用水揚水施設の電気料金とする。 

（補助金の額） 

第４条 補助金の額は、前条の農業用水揚水施設に要した電気料金のうち、５月から

９月までの総額の35パーセント以内の額とする。 

（補助金の申請） 

第５条 補助金の交付を受けようとする団体の代表者（以下「申請者」という。）は、

補助金交付申請書（第１号様式）に次に掲げる必要書類を添えて、市長に申請し

なければならない。 

(1) 収支精算書  

(2) 電気料金領収書の写し 

(3) その他交付決定のために必要な書類 

（補助金の交付決定） 

第６条 市長は、前条の規定により補助金交付の申請を受理したときは、内容を審 

査の上、交付する必要があると認めたときは、申請者に補助金交付決定通知書

（第２号様式）で通知する。 

（補助金の交付条件） 

第７条 市長は、補助金の交付決定をする場合において、交付の目的を達成するため 

 に必要があるときは、次に掲げる事項について条件を付すことができる。 

(1) 補助事務を中止し、又は廃止する場合は、速やかに市長の承認を受けなけれ

ばならないこと。 

(2) 補助事業が予定の期間内に完了しない場合又は補助事業の遂行が困難となっ



た 

   場合においては、速やかに市長に報告し、その指示を受けなければならないこと。 

(3) 補助金の交付を受けた者は、当該補助金を当該事業の遂行のためにのみ使用

し、 

  他の用途に使用してはならないこと。 

（補助金の返還） 

第８条 市長は、補助金の交付を受けた者が虚偽の申請その他不正な手段により交付 

 を受けたものと認められたときは、既に交付した補助金の全部又は一部を返還させ 

ることができる。 

  

附 則 

１ この要綱は、平成20年４月１日から施行する。 

２ 厚木市農業用揚水施設電気料金交付要綱（平成17年４月１日施行）は、廃止 

 する。 

 

   附 則 

  この要綱は、平成29年５月１日から施行する。 

   附 則 

  この要綱は、令和３年６月15日から施行する。 

 



第１号様式（第５条関係） 

補助金交付申請書 

 

令和  年  月  日 

 

厚 木 市 長  

 

住 所又は所在地 

団 体 名 

氏名又は代表者名                  

 

 次のとおり申請します。 

1  事業（事務）の名称  厚木市農業用水揚水施設電気料金補助金 

2  施 行 場 所  厚木市 

3  申 請 金 額 等 

申請金額 円  

算出根拠 
令和  年５月から令和  年９月までの 

電気料金の３５％以内 

4  事 業 概 要  

5  事 業 効 果  

6  着 手 年 月 日 令和     年    月    日 

7  完 了 年 月 日 令和     年    月    日 

8  添 付 書 類  □ 収支清算書    □ 電気料金領収書の写し 

 



収 支 精 算 書 

 

（収入の部）                          （単位：円） 

区   分 精 算 額 摘   要 

組合負担額   

市補助金   

   

   

計   

 

 

（支出の部）                          （単位：円） 

区   分 精 算 額 摘   要 

農業用水揚水施設 

電気料金 
  

   

   

   

計   

 


